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る1793年か ら1795年まで に書かれた小予言書群 をまとめて、壮大 な
一 つの体系 に作 り上 げよ うとい う意図の下 に書 き始 め られた ものであ る。
それは、小予言書のい くらかの タイ トルが示す よ うに、当時の社会 に起 き
た諸革 命 を契機 に して、彼 のsocialvisionを確認 し、定着す るとい うこ
とであ ったろ う。先 にBlakeは、革新 的出版者JosephJohnsonを中心
と してJosephPriestley,WilliamGodwin,MaryWollstonecraft,
ThomasPaineなど当時 の急進的 自由思想家達 と交 わ り、大い に時勢 を論
じ合 っていた。言い伝 えによれば、1780年公教徒救済法案 に触発 された大
暴動 には、赤帽 をかぶ り自ら先頭 に立 って、 ニューゲ イ トの刑務 所を焼 い
た とい うほど活動的で あった。彼 らとの交 わ りは長 く続いたのであろ う。
1792年にRightsofManを出版 したT.Paineが 逮捕 されそ うにな っ
た時 ・フ ランスに逃れ るよ うにとい うBlakeの 忠告 によって、彼 は危 く
(2)一 命を とりとめてい るか らであ る。
ところが、1800年に至 って、Blakeが生 まれて始めてLondonを 離 れ、
Sussex州Felphamに居 を移 した時、親友ThomasButtsは彼 に思想
的偏見を警告 する親身 な手紙 を書いた。 「生活 の方法手段 を変 えることに
よ って、あな たは もっ とよい人 にな るだろ うことを予言 いた します。…読
書か ら摂取 され甘やか しによって助長 され限 られ た語 り合い によ って釘づ
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けに され た ある考 え方、 そ してそれは今迄あなたの利益 と幸福 とに等 しく
不利 だ ったのですが、 それ は今や必ず夜 明 けの霧 の如 く散 って しま うで し(3)
よう。そ して今後の あな たは共同社会の一員 とな るで しょう。」これ に答え
てBlakeは 、次の様 な返 事を書 いてい る。
I also thank you for your reprehension of follies by me foster'd. Your 
prediction will, I hope, be fulfilled in me, & in future I am the det-











第に反撥を感 じ、詩霊の新 しい予言者 として、使命を自覚 し始めたという




This change in the economy of Blake's beliefs had also been influenced 
by the changing pattern of events in Europe. The self-contradiction 
involved in the suppression of liberties in Switzerland and the advent 
of Napoleon shook the loyalties of staunch supporters of the French 
Rovolution who had been able to explain the earlier violence as necessary 
in the cause of  liberty.  (6)
そ して、 この頃か らBlakeは 、彼 自身 の目に写 る人 生の諸相 を神話 とし
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て作品 の中に歌い こむよ うにな る。彼 の人生観の この変化が、丁 度軌 を一
に して1795年か ら1804年の間書 き続 けられ、何回 も手 を入 れ られたVala
oytheFouyZoasの草稿 に微妙 に反 映 されてい る。草稿 とい う の は、
Blakeは結局 これを まとめる ことがで きず、彫版 しなか ったか らで ある。
皿
Blakeの小予言書の思想 の中心 は、ReasonとEnergyの対立概念 であ
る。 この対立 が進歩 を生み出す もの と考 えたBlakeは 、現実界 を支配 し
てい るReasonをUrizenの属性 と し、その反動 としてのEnergyを
Orcの属性 とした。 さらに地理的 に、前者 を旧大陸の権 化 と し、後者 を新
大 陸の象徴 とした。つ ま り人間の精神的機能 と歴史的社会 的事象 とを同一




政治的 に も精神的 に も新 しい自由の体現者 として、希望 を表わす ものであ
った。
しか し、Valaortho,FourZoasを書 くにあた って彼 は、以前 のUrizen
‐Orcと い う二元的対立よ りは るか に複雑な四つのZoaと 呼 ばれ る生 き
物 を想定 し、Tharmas,Urthona(=Los),Luvah(=Orc),Urizenと
名づ けた。 この四つのZoa達 が合一 して一個の巨人Albionが完成 す る
のである。彼 らは もともと統一体 であ ったが、ある愛 憎が原 因で分裂的様
相 に陥 り、現 今の無秩序 をひきお こしているので ある。Blakeはこの原 因
を究 明 し、それに解決 を与 えることによ り、再 び もとの世 界 を とりもどす
とい う主題 を設定 し、冒頭 で高 らか に歌 った 。
 Daughter of Beulah, Sing 
His fall into Division & his Resurrection to Unity: 
His fall into the Generation of decay & death, & his
16
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Regeneration by the Resurrection from the dead. 
                                    (Night I, 11. 20-23)
そ してYoungめNightThoughtslこ示唆 されて、副題 にはaZ)ream
　
ofNineNightsとつ け、 「夢」の形 で物語 を展開 してい く構 想 を立 てた。
　 も
しか も、 この四つ のZoa達 は、それ ぞれ女性的分身(Emanationと呼ば
れ る)と してEnion,Enitharmon,Vala,Ahaniaを持 ち、 さらに男 性
的分身(Spectreと呼 ばれ る)を 持つ のであ る。 ちなみにUrthonaの
SpectreがLosであ り、LuvahのSpectreがOrcである。このEmanation
とSpectre,は各Zoaに お けるemotionとlogicに対応す る ものであ
る。た とえばTharmasのSpectreはEmanationEnionに向 が って
次 の様 に言 う。u
Zoaの完 全体 をaMale&Femaleと 呼ぶ時、Spectreは、Femaleを
欠 いた思想 の領域 のみ に生 きる男性的毒素 と考 え られている。
さて以前 の二元的対立 に比べて、 この四つの対立、 さらに八つの分身は▼・1
と りもな おさず世界の複雑化を示す ものであ り、世界 の悲惨 を 全 体 的 に
Albionの悲劇 として考慮 するとい うBlake思想 の発展忌 深刻化 をうかが
わせ るものである。 とい うのは小予言 書同様≦ ここで も精神的機 能 と歴史
的社会的事象が同一視 され、統一体 としてのAlbionは、universalman
である とともに全宇宙 を象徴す るか らであ る。それ らを簡単 に図示 してみ
1
よ う 。 覧1
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"If thou hast sinn'd & art polluted
, know that I am pure 
"And unpolluted, & will bring to rigid strict account 
"All thy past deeds; hear what I tell thee! mark it well! remember! 
"This world is Thine in which thou dwellest; that within thy soul, 
"That dark & dismal infinite where Thought roams up & down
, 
"Is Mine, & there thou goest when with one Sting of my tongue 
"Envenom'd thou roll'st inwards to the place whence I emerg'd." 
                                     (Night I, 11. 151-157)
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     —Urizen  Head  Reason South—France 
     —Tharmas—Heart—Power West—Ocean 
Albion      —Luvah Loin Energy —East—America 
      —Urthona—Limbs— Prophecy—North—England
Blakeには、macrocosmとmicrocosmを同一視す る神秘的 傾 向 があ
り、宇宙 は大 きな個人で あると共 に、個人は小 さな宇宙 である。Prophecy
を付与 きれたUrthonaの目を通 して、宇宙 は極大 と共 に極 小の姿 を見せ
る。
 His eyes, the lights of his large soul, contract or else expand: 
 Contracted they behold the secrets of the infinite mountains, 
 The veins of gold & silver & the hidden things of Vala, 
 Whatever grows from its pure bud or breathes of fragrant soul: 
 Expanded they behold the terrors of the Sun & Moon, 
 The Elemental Planets & the orbs of eccentric fire. 
                                       (Night V, 11.121-126)
上に掲 げた図式 は、社会的な問題 を人間の諸機能 によって考 えてい る点で
Platoに非常 によ く似 てい る。彼 は 『国家』 において、頭、胸、腹をそれ
ぞれ理性(統 治者)、意志(軍 人)、欲望(農 民 ・職 人)と し、 その調 和体
(8)
としての理想国家 を正義 の実現 と考 えた。 このideaの世界 とAlbionの
宇宙 と比べ てみる時 、 この構 図は少なか らずPlatoに 負 ってい ると考 え
られ る。
皿
宇宙の全体 的惨事 を生 み出 したZoa達の分裂、腐敗にいた る経過は、第
mか ら第六夜 まで くりひろげられ る。そ こではEmanationの分離 によ
ってZoaがSpectreに化す とい う過程 と、Spectreと化 したZoa達 が
互い に自分の 自我 を主張 す る主権争いの二つが並行 して述べ られ てい て、
複雑な形でAlbionが致 命的死滅 に至 るの を知 ることがで きる。Zoaにお
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けるEmanationの分離 において、彼 はZoa間 の血縁 を明 らか に している。
まず"ParentPower"Tharmasが自分の息子UrthonaのEmanation
Enitharmonに同情 したため、彼 のEmanationEnionが嫉 妬 して分
離 する とい う愛憎のmか ら堕落 が始 まる。Enionは失 われた愛 を嘆 きつ
つ 、自分 の胸か ら糸 をつむ ぎ出 して九 日九夜か けて幕 屋 をつ く り出す。 こ
れがBlake神 話 にお ける陸 と海の分離 であ り、"CirdeofDestilly"の
出現 であ る。 これは空間を与 え られ て"Ulro"と 呼ばれる。 この空間で
母親Enionの 手 をのがれて成長 してい くのがLosとEnitharmonであ
る。Losは い まだ 「時 間」 をコン トロールす ることがで き、Enitharmon
は 「空 間」 をコン トロールす ることが で きるが 、二人の婚礼 の 酒 盛 りで
Enitharmonの腰か らLuvahとValaが 生 まれるにあたって 、 二人は
完 全に分離 す る。LuvahはEnergyの象 徴 、怒 りの体現で あ り、Vala
は爆発 的 に繁茂す るNatureの象徴で ある。二 人の間に生 まれた孑供 が、
Urizen,Ahaniaであ り、Valaはmaternalloveに酔 い しれ て、自分の
夫 の存在 を忘れ る。Luvahはそのため、 苦 しみの炉 で焼かれ 、 不滅 の死
に運命づ けられる。
 " ... we all go to Eternal Death, 
"To our Primeval Chaos in fortuitous concourse of incoherent 
"Discordant principles of Love & Hate." 
                                     (Night II, 11. 101-103)
Luvahの死 に続 く世代Urizenは、何 事 も数学的 に割 り切る英知 の王 であ
り、彼 の国は コンパ スや定規で計 られた三 角、四角 、丸型等 の建 造物 が立
ち並 ぶ。すべてを支配 するUrizenは、それに もかか わ らず常 に未来 の不
安 におののいている。この世 界が続 かないのを予感 しているか らであ る。
だか ら彼 のEmanationAhaniaが、LuvahとValaが再 び怒 りを発 し、『
"thevastformofNature"が支配 した夢 を見た と告 げる どU rizenは、
彼 女 を玉座 か ら投 げ出 してしま う。四つのZoa達 が、それ ぞれ親子の関
係 を保 ちつつ それぞれEmanationの分離 を生 じ、全 てSpectreと化 し
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た この時 、亀裂が生 じて"theboundofDestiny"が破 れて大洪水 とな
る。"ParentPower"Tharmasの憤 りであ り、混沌 の再生 である。不
滅の死 とい う概念が 明確 にな ってか らのOrc→Urizen→Tharmasとい
うBlakeのサイクル は、N.Fryeによ れ ば、初 期のUrizen→Orcと
い う進歩 的構造 に対 して、はるか にペ シ ミステ ィックな円環 的歴史観 を物
(9)語
る ものであ るとい う。つ ま り、新 しい革命の存在 は、不可避 的に別 の抑
圧体制(Urizen的支配)へ変遷 し、それ はさらに崩壊 混沌状態 に陥る と見
る歴史観で ある。実 際に革命 の時期を経 て きたBlakeは 、その後 かえ っ
て根強 く浸 透 した"Deism"、それに伴 う人間の新 しい抑圧状態 をつ ぶ さ
に見 て、今や世 は混沌 を呈 しっっ ある と見たのではあるまいか 。theFour
Zoasにおいて、描かれ てい るのは進歩 の謳歌 よ りも、人 間が お金で労働
を売 り、パ ンをかせ ぐとい う人間の奴隷化 を促進 してい る産業革命 の悲 惨
な有様 である。Blakeは英国の商業の繁栄 を次 の様 に皮肉 ってい る。
First Trades & Commerce, ships & armed vessels he  (=Urizen) 
   builded laborious 
To swim the deep; & on the land, children are sold to trades 
Of dire necessity, still laboring day & night till all 
Their life extinct they took the spectre form in dark despair; 
And slaves in myriads, in ship loads, burden the hoarse sounding deep, 
Rattling with clanking chains; the Universal  Empire groans. 




先 に述べたよ うに、Emanationの分離 と並行 して、Zoa間 のすきま じ
い主権争 いが繰 広げ られてい る。第一夜 でUrizenは"NowIamGod
fromEternitytoEternity."と声 をあげ、『まずLosに 自分に従 えとせ
まる。・がLosは 厂人 はそれ ぞれ主人でな ければな らぬか ら、君 は君のわ
ざをすればいい、自分は 自分 の力 をふ る う。」 と拒絶す る。 これ に憤 って
UrizenはLuvahにLosの 北 の 領域 を略奪す るよ うにそそのかす。
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Luvahも又 、 厂私 もあなた と同等 の もので ある。 もしそん な こ1とを し .
ら、あな たは私の領域 をの っとって しま うだ ろう。」とい って、も`'すごい怒
りをUrizenに対 して発 する。この二入 の闘争 が発端 とな って、Zoa達全
ニ セ　 　 ぼ
員 が"Beulah"から"Ulro"に 落 ち こみ、theEternalManAlbion
は死滅寸 前 にな ってい ると説かれ る。 この収拾 としてAlbionはUrizen
に玉座 を与 える。
そ こでUrizenはAlbionのた めに、"MundaneShel1"を建 てる。 一
これは``thetygersofwrath"を"thehorsesofinstruction"によ
って抑 えつける画 一的規律的統制の確立 であ り、宇 宙に枠組 を もうける も
のである。・さらに"alltheHumanImagination"を石化す る世 界的規
制で ある。 「目、耳、鼻 、舌とい う器官 が外側 にまわ る。」とい う言葉 で表
わされ るのは、い ままで 「内に」見た もの を 「外 に」見 るため、眼耳鼻舌
身意すべ て、はっ き りと した形 を とらない と信用で きない とい う理性の懐
疑的精神 を象徴 す るもので ある。それはOrcに 限 らずLosの 肉体 を も
縛 るものであ る。 この世界 の規範 とな るものは、春夏 秋冬 と人 間精神 に関
わ りな く巡 る宇宙 の低次 の秩序 である。それは運命 づ けられた変わ ること
のない円環 として"StarryWheels"と呼 ばれ てい る。
一方再生 したTharmasは 、 この"MundaneShell"に驚 き1自 分の
息子Losに 別の世 界(aUniverseofDeath&Decay)を建てなおすよ
う強制す る。第四夜か らIUrizenの世界 を拘束す るLosめ よ り高次 な円
環(Generationと呼ばれ る)が 始まるので ある。 、
"Take thou possession! take this Scepter! go forth in 
my might, 
"For I am weary & must sleep in the dark sleep  of  Death
. 
"Thy brother Luvah hath smitten me
, but pity thou his youth 
"Tho' thou hast not piti'd my Age
, 0 Urizen, Prince of Light." 
                                           (Night II, 11.5-8)
         ... in his (=Los)  hand, the thundering 
Hammer of Urthona forming under his heavy hand the hours, 
                                             21
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The days & years, in chains of iron round the limbs of Urizen 
Link'd hour to hour & day to night & night to day & year to year, 
In periods of pulsative furor; mills he form'd & works 
Of many wheels resistless in the power of dark Urthona. 
                                     (Night IV, 11.178-183)
Urizenの主張 す る自我 「数学的物理 的円環」か ら、Losの 主張 す る自我
「人 間を申心 とする生死の円環 」へ と変 化す るのは 、一つの拘 束 された外
的革命 ではな く精神的内的な レベルで最終 的な 「復活」へ といた らせな け
ればな らない とBlakeが 考 えたか らで ある。外的にあ らわれた革 命 児
Orcは、第五夜 にいた ってLosに よ って木 にしば りつ け られ て しま う。
これはすなわ ち、Blake自身の興味が 、ReasonとEnergyとの対立 ではな
く、それは畢竟 、内的な レベルでは同 じものだとい う認識 か ら、Reasonと
Prophecyの対決へ と移 向 している と考 え られ るで あろう。 この頃か ら、
社会 を支配 してい る規制 とBlake個人の使侖 としてのProphecyとい う
対立 がは っき りと表 われ て くる。G.E.BentleyJr・の言葉 を借 りれ ば・
このtheFouyZoas作製の問で、Blakeは「地獄の火」 「悪 魔 達 の 仲口①
間」か ら 「日の光」 「天使達 との親交」へ移 ったのである。
V
Losの"Generation"の世界 において始め て、不滅 の死 に、"theLimit
ofOpacity"(Satanと呼ばれ る)と"theLimitofContraction"(Adam
と呼 ばれ る)が 置かれ、聖書 的なversionで、LosとEnitharmonとの
堕落神話が語 られ る。それはLosに おけ る肉体 の死が 「再生」 とい うサ
イクル を準備 す るきっか けをつ くり出すた めで ある。 この兆 しは第七夜で
Losにあ らわれ る。
"I view futurity in thee  (= Enitharmon). I will bring down soft Vala 
"To the embraces of this terror, & I will destroy 
"That body I created; then shall we unite again in bliss; 
"For till these terrors planted round the Gates of Eternal life 
 `Are driven away & annihilated, we never can repass the Gates. 
                                (Night VII (a), 11.299-303)
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UrthonaのSPectreとしてLosが っ くり出 した朽 ちてい く人 間の肉 体
(Generationにお ける創造)を 破壊す るこ とによって、Losはrealself
Urthonaとな る。 ここでUrthonaは 「我 々Zoaは 全部 の一部 であ り、
自分だ けでは何者 で もない。四つの要素 が常 に調和 を保 ってfourfoldの
状態で始 めてEternityの状態 にもどれ る」 とさとる。進歩で はな く調和、
釣合い こそ人間社会 の 要諦 だと 知 って、LosはUrthonaと 合 体 して
Enitharmonをか き抱 き、自分 の自我 を消 して、平 和 を 説 くため 、自ら
Zoa達の ところへお もむ く。彼はUrizenの軍 団をこな ごなに 分解 し、そ
のSpectrousformをとり去 ると、Urizenは敵 ではな く同胞で あること
に気づ くのである。さ らにOrcを も又戦列 か ら引 き出 して、個 と して眺
めると、Losのimageを 帯 びてい るこ とがわか るのである。 この段 階に
おいて、Losの役 割は確 かに、LastJudgmentへ向か う一つ の積 極的
なstepで あ る。
ところ が第七夜 には上記の解決策 とずいぶん異な った(b)版が あって、
(a)版の積極的 にLosがZoa達 と和解す る とい う相対的な解決 は(b)版
では彼 らの活動の場"Ulro"にお けるZoa間 の抗争 は断 ち切 ることがで き
ない とい う絶望か ら始 まってい る。Blakeはこの世 にお ける平和 を、絶対
的な性格 の もの と して、LastJudgmentを目指 しているのだが、Losに
おいて用意 された 自力 更生に もかかわ らず 、歴史 は、止む ことな く向 じサ
イクルを くりか えす。 この世の更生は、一時的 な解決 を経て も絶 対的な自
由を生み 出す ことはない。 これ はBlakeがLosに 託 したProphecyの
力 を考 え る時 、現 実的な意 味での彼の挫折 を意味 する ものであろ う。彼 の
theFouyZoasにお ける もう一っ の思想 的変遷 が ここにあ る。彼 は この作
au
品 を改訂 す る過程 で、表題 を変 えてい るのだ が、その下に次 の様 な聖句 を
書 き入れたのはこの頃 ではなか ったろ うか。
For our contention is not with the blood and the flesh, but with 
dominion, with authority, with the blind world rulers of this life, with 
the spirit of evil in things  heavenly.U2)(Ephes., 6 chap., 12) 
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iTalaoytheFourZoas-Blakeにお け る思想 的 変 遷
この世 の主権者Satanに対立 して十字架 にか けられ るLuvahという新 し
い概念 が導入 され るのが(b)版で あ り、 このLuvahが キ リス トのimage
となって、これ以後第九夜 におけ るまで、超 自然的な観念が急速 な勢 いで
形成 されている。 このstepはLosの相対的な解決 とい うよ りキ リス トの
復活を待 ち望 む宗教 的な解決 と言 えるものであ る。 この時Luvahは 革命
の主動 者 としての象徴 とい うよ り、死 に定め られ十字架 にか けられ``Lord
&King"と 呼 ばれ る犠牲者 と して描 かれてい る。UrizenはLuvahの
衣 を着た"theLambofGod"を見 て、 それが"anewLuvah"で あ
ることを知 り、聖書 における 「見 て救われ る」 とい う希望的 な形が と られ 、
Losはここで はこの"theLambofGod"を 十字架か ら降 ろ し墓 に運ぶ
役割 を果すにす ぎない。彼 も又 「復活」 を待 ち望 む ものであ る。
Thus in a living death the nameless shadow all things bound: 
All mortal things made permanent that they may be put off 
Time after time by the Divine Lamb who died for all, 
And all in him died, & he put off all mortality. 
                                    (Night VIII, 11. 481-484)
これが新 しい啓示 であ り、死か ら不滅への復活 として語 られる もので ある。
この真理 によ って、四つのZoa達 はそれ ぞれEmanationの合体 を得 て、
ロ ル
ヨ 々の持場 に従 って壮大なLastJudgmentをく りひろげ、 普遍的 人間
の肉体 と血(キ リス トの聖体)を つ くりあげてい くことになる。 そ してこ
の宗教的解決 を経 て、絶 対的自由を達成 した時点で、 これか ら世 を治 めて
い くのは芸術(Blakeは"Science"とい う言葉 を 「芸術」の意 味で使 う)
であるとBlakeは述べ 、Urthonaにその使命 を託すので ある。
   Urthona rises from the ruinous Walls 
In all his ancient strength to form the golden armour of science 
For intellectual War. The war of swords departed now, 
The dark Religions are departed  & sweet Science reigns. 
                                     (Night IX, 11. 852-855)
第七夜 におけ る(a)版と(b)版の対立 におい て、土屋繁 子氏 は、 「(a)の方
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彩が強 ま るとともに、物理的時間か らの脱却が見 られ る。 ……キ リス トに
行動 させ る時 ブ レイクの意識 あるい はヴ ィジ ョンの中で、時間 は円環的な
(13)も
のか ら線 的な ものにす り替 ろ うとする。」と示唆深い指 摘 を してい る。
Losとい う人 間の 内的 レベル にお ける 「再生の道」へ のむっか しさは、時
間 を離れ 、 この社会 を離れ て、絶 対的な もの を通 して永生 をつかむ とい う
方向へ向 か った と言 うことがで きよ う。1ここ でBlakeは第四夜 以来Los
に託 した新 しいsocialvision"Generation"と復活のvisionをう,まく整 合
させ るこ とがhできなか った。Last,Judgmentで再 びUrthona(=Los)
に使命 を付与 するのはこの二 つの解決 を実質 的に整合 しで、 この世 に体現
　 げ
しよ うとい うBlakeのこれか らの生 き方 を示 す もので あろ う。そ うな りた
い と願 う 「永生」の夢 を現 実にひ きおろす作業で ある。
theFourZoas「は、様 々な挫折 を身 をもって体験 した一番苦 しい 時 期
のBlakeの 所産 であ る。社会的変動期 に身 をさらし、精神 の独立 のため
にっい に仲間 と離 れ、 自己の主張 を守 ろ うとするが、それ もさま ざまな個
人的不和 を伴 うとい う袋小 路で、Blakeは思想的 に大 きな変遷 を遂 げる。
それ はtheFourZoasを読 み進 んでい く我 々の 目に は飛躍 的な成長 と見
える もの である。新 しい歴史観 、詩霊の予言者 と してよ り高い レベルで人
間社会 を とらえなおそ うとす る努力 、その挫折そ してキ リス トによる救い
へ とたど られ るこの作 品は、思想的移 り変 わ りの相 互的緊密性 をあま り持
たないま まほお り出 されて しまった。その後theFourZoasを大 きな土
台に して、Blakeの霊感 のほ とば しりは 、宗教 と芸術が緊密 に結 びつ いた
大作Miltonと ノerusalemを生 み出 してい くので ある。
注
原 詩 の 引用 はす べ て 、TheCompleteWritingsofWilliam,一,ed.Geoffrey
Keynes,OxfordU・P.1969,のTHEFOURZOAS(PP.263-382)によ り、 そ れ
ぞ れNight番号 で示 して あ る。
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(5)寿 岳 文 章 訳 「ブ レ イ ク 詩 集 』(弥 生 書 房)解 説 参 照.
16)　J・Beer,　Blake's　Humanism,　p.189.
(7)ASong　 of　Liberty(1793),　Number　7.





　 Dream　of　Nine　Nightsで 、 後The　 Fouv　Zoas,　the　torment　of　Love&jealousy
　 in　the　z)eath　and　Judgement　of　Albion　the　Ancient　Manと 書 き改 た め ら れ た 。
(12)この 「エ ペ ソ 人 へ の 手 紙 」か らの 引 用 は 、 ギ リシ ャ語 で 書 か れ 、BlakeがHayley
　 か ら ギ リ シ ャ語 を学 ん だ の は1800年 以 後 で あ る 。
(13)土屋 繁 子 、 『ヴ ィ ジ ョ ン の ひ ず み 一Four　Zoasを め ぐ っ て 』Critica.
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